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で 2 群に分けて、Kaplan-Meier 法で予後を比較した。予後予測因子は




体 の 44.3％ ） が 死 亡 し た 。 LAVI<32ml/㎡ の グ ル ー プ と 比 較 し 、
LAVI>32ml/㎡ の グ ル ー プ で は 、 7 年 生 存 率 が 有 意 に 低 か っ た 。
LAVI>32ml/㎡は、慢性維持透析患者の総死亡率に関する独立した予後
予測因子であることが示された（ハザード比 1.030、 95％信頼区間
1.004-1.056、P＝0.0260）。また、LAVI>32ml/㎡は、心臓超音波検査上
の各指標中で、最も有用な総死亡予後因子であった(ROC 曲線下面積＝
0.612、P=0.0059）。 
【結論】左心房容積の測定は透析患者のリスク階層化と透析患者管理
上の治療方針決定において有用である。  
